
JUNE 2019 市政 46

防
災
対
策
と
計
画
性

　

日
本
で
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
作
ら
れ
た

災
害
対
策
基
本
法
（
以
下
、
災
対
法
）
が
、
防
災
対

策
の
骨
格
を
決
め
る
基
本
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律

に
は
二
点
、
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
一
つ
は
、「
計

画
性
」
と
い
う
概
念
を
防
災
対
策
に
持
ち
込
ん
だ
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
法
律
が
で
き
る
ま
で
、
国
の
防

災
対
策
に
計
画
と
呼
ば
れ
る
発
想
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。
１
９
５
０
年
代
の
状
況
を
思
い
起
こ
す

と
、
災
害
対
策
に
対
応
す
る
法
律
は
１
５
０
件
か

ら
２
０
０
件
近
く
に
上
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
災
害

救
助
法
（
１
９
４
７
年
制
定
、
以
下
同
じ
）、
消
防

法
（
１
９
４
８
年
）、
水
防
法
（
１
９
４
９
年
）、
電

波
法
（
１
９
５
０
年
）、
道
路
法
（
１
９
５
２
年
）、

日
本
赤
十
字
社
法
（
１
９
５
２
年
）
な
ど
が
、
そ
の

一
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
法
制
度
は
、
戦
後
の
復

興
期
と
い
う
事
情
に
も
よ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要

に
応
じ
て
策
定
さ
れ
て
き
た
た
め
、
責
任
主
体
は

別
々
に
分
か
れ
相
互
に
連
携
を
欠
い
た
態
勢
が
続

い
て
き
た
。
そ
れ
ら
多
様
な
法
律
に
「
計
画
」
と
い

う
ヨ
コ
串
を
通
し
、
災
害
対
策
に
一
貫
性
を
持
た

せ
よ
う
と
し
た
の
が『
災
害
対
策
基
本
法
』で
あ
る
。

　

災
対
法
に
は
も
う
一
つ
、
計
画
を
通
し
て
災
害

対
策
に
「
総
合
性
」
と
「
整
合
性
」
を
確
保
す
る
と
い

う
意
図
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
心
に
な
る
の
が
国
に

設
置
さ
れ
る
中
央
防
災
会
議
で
あ
る
。
災
対
法
で

は
都
道
府
県
と
市
町
村
に
も
同
じ
よ
う
な
地
方
防

災
会
議
を
設
け
る
決
ま
り
で
あ
る
。
組
織
は
国
の

会
議
を
頂
点
に
、
そ
の
下
に
都
道
府
県
と
市
町
村

の
地
方
防
災
会
議
が
位
置
付
け
ら
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
状
の
体
制
を
取
る
。
中
央
防
災
会
議
に
は
、
関

係
す
る
行
政
機
関
に
資
料
の
提
出
、
意
見
聴
取
、

協
力
の
要
請
、
地
方
に
対
す
る
勧
告
・
指
示
権
限

な
ど
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
中
央
防
災
会
議
の

決
定
に
自
治
体
な
ど
行
政
機
関
が
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は
な
い
。
現
実
は
こ
れ

と
は
異
な
り
地
方
自
治
体
の
多
く
は
、
中
央
防
災

会
議
の
意
思
決
定
に
敏
感
に
反
応
す
る
の
が
通
例

で
あ
る
。

災
対
法
体
制 

─
一
貫
性
と
総
合
性
の
実
績

　

災
対
法
は
計
画
性
を
重
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

災
害
対
策
に
総
合
性
と
整
合
性
を
持
た
せ
よ
う
と

し
た
画
期
的
な
制
度
で
あ
っ
た
。
計
画
行
政
の
担

い
手
は
中
央
防
災
会
議
で
あ
る
。
中
央
防
災
会
議

は
防
災
基
本
計
画
を
策
定
す
る
が
、
そ
れ
が
初
め
て

作
ら
れ
た
の
は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。
当
時
、
こ
の
文
書
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
13
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
以
後
、
大
災
害
が
発
生

す
る
度
に
計
画
は
改
定
さ
れ
、
２
０
１
８（
平
成
30
）

年
版
に
な
る
と
分
量
は
３
０
８
ペ
ー
ジ
に
ま
で
増

加
し
て
い
る
。
大
災
害
の
発
生
に
合
わ
せ
改
定
が

続
け
ら
れ
て
き
た
防
災
基
本
計
画
は
、
内
容
の
一

部
に
重
複
な
ど
の
問
題
が
見
ら
れ
る
た
め
、
内
閣

府
は
新
旧
表
な
ど
を
公
表
し
て
訂
正
を
行
っ
て
き

た
。
そ
う
し
た
努
力
は
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
計
画
の
全
体
量
を
減
ら
す
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

地
域
防
災
計
画
の
不
思
議

─
計
画
の
意
義
再
考

明
治
大
学
研
究
特
別
教
授
、
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協
会
顧
問　
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そ
れ
を
い
う
の
も
国
の
計
画
書
が
量
を
増
や
す

の
に
合
わ
せ
、
自
治
体
が
作
る
文
書
も
肥
大
化
を

重
ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
災
対
法
は
国
が
防
災

基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
準
拠
す
る
形
で
都

道
府
県
と
市
町
村
が
地
域
防
災
計
画
を
作
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
地
で
作
ら
れ
る

地
域
防
災
計
画
は
、
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
で
も

辞
書
ほ
ど
の
厚
さ
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
ご
く
大

ざ
っ
ぱ
に
言
う
と
、
計
画
書
の
分
量
は
平
均
で

８
０
０
ペ
ー
ジ
前
後
、
中
に
は
１
０
０
０
ペ
ー
ジ

を
超
え
る
自
治
体
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
治
体

の
地
域
防
災
計
画
は
労
力
や
時
間
が
か
か
る
割
に

は
実
効
性
が
乏
し
い
。
計
画
の
た
め
の
計
画
で
は

な
い
か
と
も
疑
い
た
く
な
る
。
量
が
大
部
に
及
ぶ

た
め
、
自
治
体
で
文
書
を
通
読
す
る
職
員
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、
計
画
書

を
開
い
て
関
連
す
る
箇
所
を
探
し
て
い
た
の
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
稼
働
性
の
少
な
い
地
域
防

災
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
の
意
義
を
検
証
す
る
時

期
が
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

続
く
計
画
の
肥
大
化
と
原
因

　

防
災
基
本
計
画
の
第
１
編
、
第
５
章
は
、
地
方

自
治
体
が
作
成
す
る
「
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

重
視
す
べ
き
項
目
を
示
し
て
い
る
。
全
部
で
８
項

目
に
な
る
が
、（
1
）
大
規
模
な
広
域
災
害
に
備
え

た
即
応
力
の
強
化
、（
2
）
被
災
地
へ
の
物
資
供
給
、

（
3
）
住
民
避
難
、（
4
）
避
難
生
活
と
生
活
再
建
、

（
5
）
自
治
体
、
事
業
者
、
住
民
の
連
携
強
化
、

（
6
）
復
興
、（
7
）
津
波
災
害
対
策
、（
8
）
原
子
力

災
害
対
策
の
充
実
な
ど
が
、
そ
れ
ら
の
中
身
に
な

る
。
内
閣
府
は
重
点
項
目
を
義
務
規
定
で
は
な
く

努
力
目
標
と
位
置
付
け
、
達
成
年
限
に
つ
い
て
も

期
限
は
設
け
て
い
な
い
。

　

問
題
は
、
内
閣
府
の
要
綱
と
は
別
に
、
い
く
つ

か
の
政
府
機
関
が
別
途
、
同
様
の
指
針
を
発
表
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
の
一
つ
は
国
土
交

通
省
で
あ
る
。
同
省
は
災
対
法
の
規
定
に
従
い
独

自
の
防
災
業
務
計
画
を
作
成
し
て
い
る
が
、
そ
の

16
編
は
「
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
基
準
」
と
題
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
現
行
の
仕
組
み
で
は
、

地
方
自
治
体
は
（
１
）
内
閣
府
が
所
管
す
る
防
災
基

本
計
画
に
基
づ
く
方
針
と
、（
２
）
国
土
交
通
省
の

防
災
業
務
計
画
が
定
め
る
基
準
、
少
な
く
と
も
こ

の
二
つ
の
指
針
に
従
っ
て
地
域
防
災
計
画
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
は
国
土
交
通
省
が
設

け
る
基
準
は
項
目
が
多
い
上
、
内
容
が
多
岐
に
わ

た
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
は
細
か
い
説
明

が
つ
く
。
例
え
ば
、
都
市
の
防
災
構
造
化
を
推
進

す
る
た
め
、
都
市
防
災
に
関
す
る
方
針
を
都
市
計

画
に
位
置
付
け
る
こ
と
、
避
難
場
所
、
避
難
路
、

延
焼
遮
断
帯
な
ど
の
防
災
施
設
の
整
備
、
そ
れ
に

防
災
上
危
険
な
密
集
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
「
防

災
都
市
づ
く
り
計
画
」
を
定
め
る
こ
と
な
ど
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
項
目

を
眺
め
て
、
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
わ
た
る
指
針
を
出

す
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
く
。
こ
れ

ら
を
横
目
に
し
な
が
ら
地
域
防
災
計
画
を
策
定
す

る
自
治
体
関
係
者
が
、
ア
タ
マ
を
抱
え
て
い
る
様

子
が
目
に
浮
か
ぶ
思
い
が
す
る
。
国
が
自
治
体
に

向
け
て
多
数
の
重
要
項
目
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

詳
細
な
説
明
を
付
す
の
は
、
自
治
体
職
員
の
力
量

に
不
安
を
抱
く
か
ら
で
は
な
い
か
と
疑
い
た
く
な

る
。
詳
細
な
指
示
は
自
治
体
が
進
め
る
地
域
防
災

計
画
の
策
定
作
業
を
幾
分
で
も
援
助
し
よ
う
と
す

る
善
意
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
辺
り
の
動

機
は
定
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
国
の
準
備

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
幅
と
量
に
は
、
正
直
、
驚

か
さ
れ
る
。
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